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事例から協働による地域課題解決／価値創造のヒントを探る

無 料

十思カフェとは　月1回、地域課題の解決や新しい価値の創
出に取り組むゲストを迎え、活動事例を通して効果的な協働のあり方

を探るイベント。新たな気づきやつながりが生まれています。

2024 年度協働ステーション中央

【申込み･問合せ】　協働ステーション中央

TEL：03-3666-4761　FAX：03-3666-4762　
E-mail：info@kyodo-station.jp　URL：https://kyodo-station.jp
協働ステーション中央は（特活）NPOサポートセンターが中央区から委託を受け運営しています。

https://bit.ly/cafe-149

◆ 東京メトロ日比谷線「小伝馬町」駅 4番出口 徒歩 3分

◆ 江戸バス北循環「小伝馬町駅」下車徒歩 4分
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公開されているデータをもとに、市民（Civic）がテクノロジー（Technology）を活用して地域課題
の解決に取り組む「シビックテック（CivicTech）」が注目されています。「データはあるがどのよう
に活用すればいいかわからない」「活用したいけどテクノロジーが苦手」という団体にとって新たな
事業づくりのきっかけにもなっています。今回は、埼玉県さいたま市で、そうした手法でよりよいま
ちづくりを推進する団体「シビックテックさいたま」 がゲスト。この団体は、シニア人材の力を活か
すことを目的としたセカンドライフ診断アプリを市と協働で開発し公開しています。それらがきっか
けで、団体が立ち上げた市民会議「テーブル for シビックテック」に市がデータを提供、職員も交
えた市民との意見交換の場も生まれています。こうした事例から、既存データの活用方法や、シビッ
クテックとの連携、協働による事業づくりについて伺います。

【日　時】4/23（火）19:00 ～ 21:00
【会　場】協働ステーション中央
【ゲスト】 太田 一穂 さん（シビックテックさいたま）
【定　員】20名（事前申込制、定員になり次第締切）
【申込み】下記 二次元コード・電話・メールにて申込み

新たな事業を生み出す
「シビックテック」活用の可能性

※ 個人情報の取り扱いについて : プライバシーポリシーをご一読の上、内容に同意した上でお申込みしたものとさせて頂きます。取得した個人情報は、
（1）お申込みいただいた講座・イベントに関する連絡、(2) メールマガジン等による講座・イベント情報等のご案内に使用させていただきます。
■プライバシーポリシー https://kyodo-station.jp/privacypolicy

Profile 1977 年生まれ、埼玉県出身。大学では物理の数値計算を専攻、WEB エンジニア、大学講師。2014 年
より「シビックテック（CivicTech）」に携わり、同年「Code for SAITAMA」、2020 年「シビックテックさいた
ま」を立ち上げる。現在埼玉県内で地理情報データを活用した地域マップ制作や、高齢者人材活用を目的とした
アプリ開発など、テクノロジーを用いた地域課題解決に取り組む。また、子ども向けのプログラミング支援ボラ
ンティア等にも関わる。https://www.civictechsaitama.com/

【申込みフォーム】　


